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一陽会　基本理念

愛情ある奉仕の心を以って地域医療・介護に貢献します。

和衷協同して技術の向上と人格の形成に努めます。

誠心と創意工夫を以ってその職責を全うします。

一陽会では、「愛・和・誠」を是訓と定め、
その理念に基づいた組織づくりを行っています。
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原田病院外来診察担当表

周辺地図一陽会

●診察時間：午前9時～12時 午後4時～6時  ●受付時間：午前8時30分～12時　午後3時30分～6時
☆当院では待ち時間短縮のため午前中の診察は予約制となっております☆

　　一般内科外来　　糖尿病外来 　　泌尿器科外来　　整形外科外来 　　慢性腎臓病（CKD）外来 　　腹膜透析（PD）外来

（2024年４月８日～）
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山下 和臣院長原 田 病 院
〒731-5134  広島市佐伯区海老山町7番10号
TEL 082-923-5161  FAX 082-921-8035

内藤 隆之院長横 川 ク リ ニ ッ ク
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TEL 082-231-0111  FAX 082-231-0155
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TEL 082-924-0033  FAX 082-924-0037

有田 美智子院長イ ー ス ト ク リ ニ ッ ク
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〒731-5134  広島市佐伯区海老山町7番10号（原田病院内）
TEL 082-925-6222（訪問看護） 082-925-6221（居宅介護）
FAX 082-925-6223（共通）

〒731-5133  広島市佐伯区旭園9番31号
TEL 082-943-7773  FAX 082-943-8600
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平田 恵美
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寺沢 由香所長デ イ ケ ア あ さ ひ

三上 夕子施設長グ ラ ン ホ ー ム あ さ ひ

荒川 哲次院長一 陽 会 ク リ ニ ッ ク

さまざまな業界でDX（デジタルトランスフォーメーシ
ョン）の必要性が叫ばれる昨今、今もっとも変革が必要
な業界の１つに医療業界が挙げられます。◆DXとはデ
ジタル技術を駆使して課題を解決する動きです。独立
行政法人情報処理推進機構が昨年に発行した「DX白書
2023」によると「医療・福祉」業界のDXの取り組み状況
はおよそ９％、全業界の平均56％と比較して大きく遅
れていることが示されました。医療DXを推進するため
厚生労働省では「医療DX令和ビジョン2030」推進チー
ムを設置し、全国医療情報プラットフォームの創設、電
子カルテ情報の標準化、診療報酬改定DX、を軸とした医
療情報有効利用の取組を実施しています。◆医療DX化
が進むとこれまで各医療機関や自治体などで管理され
ていた患者情報がネットワークを通じて共有できるよ
うになります。情報共有ができれば病状を的確に把握
し、早期の適切な治療、重複検査や重複投薬の回避など
診療の質の向上につながり、居住地に関係なく希望する
病医院が受診できるなど医療格差の是正にもつながり
ます。◆一陽会でもレセプトオンライン請求、オンライ
ン資格確認、薬剤・特定健診情報等の有効活用など医療
DX推進体制を整備しています。今後も質の高い医療の
提供に努めてまいります。

あとがき

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

午
　
　
前

外
　
　
来

1診 山下（和） 山下（秀） 重本 西澤 荒川 重本
2診 圡井俊樹 西澤 水入 水入 山下（秀） 山下（和）
3診 佐々木 大下 圡井俊樹 − 大下 佐々木
4診 DM 田中 小林（貴） 田中 向井 向井 広大

5診 安達 佐川（俊）（初診） 藤原 小林（貴） 大久保
（第1・3・5週目）／（第2・4週目）

圡井俊郎／岡野
6診 初診 佐川（俊） 森井 倉脇 藤原 弓場 大久保
7診 藤井 藤田 藤田 藤田 藤田 広大
8診 − − − − − 佐川（俊）

午
　
　
後

外
　
　
来

1診 16：00〜18：00
倉脇

16：00〜18：00
山本

16：00〜18：00
圡井俊樹

16：00〜18：00
弓場

16：00〜18：00
山本

16：00〜18：00
沖本

2診 − 14：00〜18：00
呼吸器　宮本

16：00〜18：00
沖本

14：00〜16：00（第3週以外）
西澤

16：00〜18：00
呼吸器　濱田

15：00〜17：00
広大

3診 14：00〜17：00
循環器　橋本 − 13：30〜17：00（第2・4週）

血液内科　進藤 − 14：30〜16：00
西澤

15：00〜17：30
森井

4診 − 14：30〜16：30（第2・4週）
循環器　中野 − 14：00〜17：00

循環器　橋本 − −

5診 14：30〜17：30
櫻井

14：00〜17：00
少前 −

14：30〜17：30
吉岡

14：00〜16：00
特定健診/DM　藤原 −

7診 13：00〜16：00
フットケア　大下

13：30〜16：30
リウマチ・膠原病　荒木 − − 13：30〜16：30

リウマチ・膠原病　茂久田 −

8診 − 14：30〜15：00/12：00〜13：30

HHD 西澤／移植シャント外来 札場
16：00〜19：00

（第2週）　西澤 − 12：00〜13：30
移植シャント外来　札場 −

※手術・救急・学会などにより担当医が予告なく変更になることがあります。

題名「広島の夜」 撮影：一陽会クリニック　北森　初男



当院は1994年、廿日市市の四季が丘団地内
のビルに内科、消化器科、外科で開業し、そ
の後、近くに移転し、今に至っています。今
年で開業30年を迎えます。開業当初は小児を
診察していた時期もありますが、現在は住民
も高齢となり、団地の過疎化を感じています。
高齢化が進むに従い、高血圧、糖尿病、脂質
異常症などの生活習慣病だけでなく、肺炎、
心筋梗塞、心不全、腎不全などの疾患も増え、
診察依頼や入院の対応に原田病院や対応して
いただける病院にお願いしています。一開業

医として地域の医
療を続けるにあた
り、原田病院をは
じめ基幹病院に病診連携でお願いできるのは心強いです。これからも地域医療にいろ
いろなニーズの対応を求められる時代ですので、皆さんと連携し、微力ながら尽力し
てまいります。どうぞよろしくお願い申
し上げます。
�四季が丘クリニック　院長　奥　純一

近隣医療機関のご紹介 四季が丘クリニック （廿日市市四季が丘）
「地域住民の健康を支えるべく尽力します。」
今回は廿日市四季が丘にあります、「四季が丘クリニック」のご紹介です。
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●�所　　在　　地　�〒738-0036�廿日市市四季が丘５-13-７�
TEL：0829-39-5005�FAX：0829-39-5115

●�診　療　科　目　内科、消化器科、外科
●�診　療　時　間　午前� 9：00〜12：30
　�　　　　　　　　午後15：00〜18：00
●�休　　診　　日　水曜日午後、土曜日午後、日曜日、祝日
●�駐　　車　　場　共同駐車場17台、自院３台
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３月より一陽会クリニック院長に、荒川哲次が就任しました。

この度一陽会クリニックの院長に就任いたしました荒川哲次でございます。
略歴でございますが、1998年に広島大学医学部を卒業し、その後広島大学
病院にて初期研修を行ったのち、JA尾道総合病院及び土谷総合病院に勤務、
その後広島大学病院大学院に進学し学位を取得いたしました。学位取得後は
広島大学病院、JA広島総合病院、原田病院の勤務を経て2024年３月より一陽
会クリニックの院長に就任いたしました。
当クリニックは1996年３月に人工透析専門クリニックとして開院し、以後
30年弱にわたり地域の透析医療の一端を担ってまいりました。当クリニック
では患者さんが快適で安心して治療を受けられる環境を整え、最高水準の医療を提供することを目
指しています。そのために、私たちは患者さんの声に真摯に耳を傾け、そのニーズや懸念に対応す
るために日々努力してまいります。また患者さんとのコミュニケーションを重視し、皆さまが治療
に積極的に参加し、最良の結果を得られるよう全力でサポートしてまいります。
地域のコミュニティに根ざした医療機関として、常に皆さまの信頼に応えられるよう努めてまい
る所存でございますので、御指導・御鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

一陽会クリニック　新院長ご挨拶

一陽会クリニック　院長
荒川　哲次

新任医師ご紹介

　初めまして。今年４月から原田病院で
勤務させていただきます倉脇壮と申しま
す。実は原田病院で勤務するのは初め
てではなく、後期研修医として２年目の

８年前に在籍しておりました。そのころにいらっしゃった方々
であれば、お会いしたことがあるかもしれません。
　広島赤十字・原爆病院、県立広島病院などを経て、広島
大学大学院へ進学し、基礎研究を行っております。
　不慣れなこともございますが、地域の皆様のお役に立てま
すよう精一杯尽力させていただきますので、ご指導ご鞭撻の
ほどよろしくお願い申し上げます。

　内科/腎臓内科の山本高嗣と申しま
す。今年の４月より土谷総合病院より
赴任して参りました。私自身五日市の
出身のため、地元の医療に貢献できる

ことに喜びを感じております。
　私の専門は腎臓内科ですが、今まで勤務してきた病院で
は腎臓だけではなくジェネラリストとして内科全般、幅広い疾
患を診ることが多く、これまでの経験や知識を少しでもお役
に立てることができれば幸いです。
　まだまだ未熟で至らぬところも多いと思いますが、皆さまの
お役に立てられるよう日々精進して参りますのでご指導ご鞭
撻のほどよろしくお願い申し上げます。

　総合診療科の佐川俊介と申します。
本年度４月より原田病院で勤務させてい
ただきます。広島西医療センターで２年
間の初期研修を経て広島大学病院総合
内科・総合診療科に入局しました。広

島大学病院・クリニックで半年間ずつ研修し、昨年は安佐市
民病院で１年間研修して参りました。
　今までの病院で経験してきた技術・知識を活かして皆さま
のお役に立てられるように日々精進して参りたいと思っており
ます。
　まだまだ経験不足であり、皆さま方にはご指導・ご鞭撻の
ほどをお願いできたらと思います。至らぬ点も多いかと思い
ますが何卒よろしくお願い申し上げます。

内科／腎臓内科　倉脇 壮  医師
広島大学　医学部（2011年卒）
・日本内科学会　認定内科医
・日本透析医学会　認定専門医

内科／腎臓内科　山本 高嗣  医師
広島大学　医学部（2017年卒）

総合診療科　佐川 俊介  医師
川﨑医科大学（2020年卒）

　2024年４月に糖尿病・代謝内科に赴
任した藤原典子と申します。岡山大学
卒業後、岡山県や広島県内の病院で勤
務歴があり、このたび原田病院で勤務

させていただくことになりました。糖尿病の患者数は年々増
えており、糖尿病合併症やそのほか複数の問題を抱えている
方も多くなっていると感じています。一人ひとりの患者さん
にベストの医療が提供できるように、一緒に治療に取り組ん
でまいります。また糖尿病以外でも地域の方々がお困りのこ
とに対して、適切かつお気持ちに寄り添った診療をさせてい
ただきたいと考えております。よろしくお願いいたします。

　本年度より原田病院で勤務させてい
ただきます腎臓内科の沖本昂祐と申し
ます。
　2019年４月より東広島医療センター
での２年間の初期研修を経て、広島大
学病院腎臓内科に入局しました。その

後東広島医療センター腎臓内科で２年、広島大学病院腎臓
内科で１年研鑽を積んで参りました。
　呉市出身であり佐伯区を含む広島県西部にはあまり馴染
みがありませんが、皆さまとの関わりの中で少しずつ慣れて
いきたいと考えています。
　まだ若輩者ではございますが日進月歩の勢いで成長してい
きたいと思っております。ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしく
お願いいたします。

糖尿病・代謝内科　藤原 典子  医師
岡山大学　医学部（2012年卒）
・日本内科学会　認定内科医
・日本糖尿病学会　専門医

内科／腎臓内科　沖本 昂祐  医師
広島大学　医学部（2019年卒）

４月より新しく就任した５名の医師をご紹介いたします。



　次に目標の運動時間・歩数ですが、目
標を立てる前に普段のご自身の活動量に
ついて確認しておくということが重要で
す。例えば、厚生労働省の健康日本21
では図のように年代別に目標歩数が示さ
れています。これは１日の歩数であって
運動のみの数字ではありません。つまり、
ご自身がどの程度日常生活で歩いている
かを確認して、あとどのくらい足りてい
ないのか、その不足分をウォーキングで補うということが最初の
目標となります。ここで注意点ですが、目標まで5000歩など不足
分が大きくなる場合は無理して5000歩を歩くのではなく、まずは
10分（大体10分で1000歩）のウォーキングからスタートし、体が
慣れてから少しずつ時間を増やしていくことが無理なくできる方
法だと思います。

　さて、運動には少なからず危険もあります。ウォーキングによっ
て生じやすいものとしてはまず転倒や運動のし過ぎによるケガが
挙げられます。特に股関節、膝が元々悪く痛みがある場合はあま
り無理して運動を行わない方が良いです。また、心臓や肺などに
病気をお持ちの方も同様で、体に負担をかけすぎると症状が悪化
してしまうことがあります。基本的に健康の維持・向上を目的に
運動する場合は、まずは運動のできる状態かどうかを判断する必
要があります。持病やケガをお持ちの方は運動される前にかかり
つけ医に相談の上、行っていただくことをお勧めします。

　最後に、人生100年時代を生きる上で、
健康寿命を延ばすことが不可欠な時代と
なってきました。皆さんが健康であり続
けるために何か始めたいと思われること
があれば、まずは今日ご紹介したウォー
キングから始められてはいかがでしょう
か。

～活動量計について～
　最近の活動量計について少しお話をします。昔は「万歩計」といって腰に付ける歩数計が
一般的な活動量計でした。ところが最近はスマホにも活動量計が付いていますし、私がおス
スメしているものが時計型の活動量計
です。最初に設定が必要でアプリなど
との連動が必要にはなりますが、これ
を使うことで１日の活動量のチェック
や目標までの到達度合い、なかには脈
拍数が計測できるなどかなり多機能な
ものも発売されています。そしてメー
ルや電話などを振動で教えてくれる機
能が結構便利だったりします。興味の
ある方はぜひ家電量販店などで手に
取ってみてください。

　一言でウォーキングと
いっても方法はさまざま
で、ゆっくりと自分のペー
スで歩く人、競歩のよう
に速く歩く人、ノルディッ
クウォーキングをする人
など。それぞれの歩き方
に良いところと注意すべ
きところがあるのですが、
今回ご紹介する一工夫は
比較的どのような方にも
行っていただけると思い
ます。それが「ほんの少
しだけ歩幅を大きくする」
ということ。

　普段私たちは100m歩くだけで
疲れることはないと思います。し
かし100mを走ってみたらどうで
しょうか？すごくキツイと思うは
ずです。「歩く」と「走る」の大
きな違いは足の筋力とエネルギー
を使って速く移動するというとこ
ろです。つまり、普段のウォーキ
ングも速度を上げることで運動効
果を高めることができます。その
時に意識して頂きたいポイントが
「歩幅を少しだけ大きくする」こ
とです。歩幅は２～３㎝広げる程
度で十分です。また、「かかとか
ら地面に着く」「地面をしっかり
と蹴る」「背筋を伸ばす」「腕を大
きく振る」も同様に重要なポイン
トです。これらを意識することで、
ただ歩くだけでは使えていない全
身の筋肉を働かせることができる
ため、より運動効果を高めること
ができます。

ウォーキングのすゝめ
人生100年時代、いくつになっても楽しく元気に生活したい！そ
う思っている方々にオススメの運動がウォーキングです。気軽に
できますし、筋力がつくだけでなく、病気の予防にも期待ができ
ます。そこで今回は「ウォーキングのすゝめ」と題して、ただ歩
くだけでなく運動効果を高めるための一工夫や、注意点などをご
紹介いたします。 リハビリテーション科

主任　飯村　哲也

１日の目標歩数
男性 女性

20〜64歳 8000歩 8000歩

65歳以上 6000歩 6000歩
健康日本21（第三次）推進の為の説明資料より抜粋

背すじを
伸ばす

目線は
まっすぐ前

あごを引く

お尻に力を
入れる

歩幅は
大きめに

足と一緒に
骨盤を動かす

かかとから
着地



原田病院は７月よりＨＭネットの情報参照施設から情報開示施設に移行します
HMネットとは、広島県と広島県医師会が構築し運営するひろしま医療情報ネットワーク（Hiroshima�

Medical�Network）の愛称です。患者さんの同意を得た上で病院や診療所、薬局、訪問看護事業者などの関
係機関で患者さんの医療情報を電子的に共有する仕組みで、他院での患者さんの診療状況が把握でき、薬や
検査の重複も避けられます。診療情報は遠隔地にあるデータセンターに保存されており、大規模災害など非
常時にも各医療機関等で確認できるため継続した治療が可能となります。

患者さんは、HMネット参加医療施設にカードを提示することにより、当院で行われた診療内容が当該医療
施設に開示されます。お申し込み希望の方は、医師または事務職員にお問い合わせください。同意書をご記
入いただき、診療情報開示カード（下図参照）を発行いたします。

患者さんに最も身近な存在であり、
変化をいち早く察知できると考えています。

１病棟　看護師
杉本　智

　原田病院に入職し、
１病棟へ配属となり５
年が経過しました。病
棟では看護師として
日々複数の患者さんを
受け持たせていただき
ながら状態に合わせケ
アを行っています。
　腎不全や透析患者
さんも多く、関連して
心不全や感染症治療
などで入院される患

者さんも少なくありません。腎代替療法の選択や手術前後、
ADL低下に伴う退院先の検討など、さまざまな療養上の不安
を抱えていらっしゃる患者さんもおられます。しかし、病棟看護
師は患者さんに最も身近な存在であり、変化をいち早く察知で
きると考えています。少しでも不安や悩みを汲み取り、多職種
と連携し、患者さんが安心して入院生活を過ごせるよう努めて
まいります。

HMネット

Column

「認定看護師のお仕事」について vol.４

●糖尿病看護認定看護師とは
　糖尿病看護認定看護師とは糖尿病とともに生活をしている人が、その人らしく
生活できるように身体的・心理的・社会的な状況の理解に努め、患者さんやご家
族への支援をする看護師のことです。

●実践
　外来では、糖尿病チームを結成し、チームで各種患者さんの支援を行っています。
①インスリンなどの自己注射を実際の生活のなかで行えるように、方法・注意事項について説明しています。
②�糖尿病で入院した患者さんが退院されて外来受診をした際、病棟から申し送られた情報を参考にしながら、
糖尿病療養が無理なく行えているか、困りごとがないかを確認をしています。

③糖尿病を持つ人は足病変のリスクを抱えているため、フットケア外来で足のケアを行っています。
④糖尿病教室では糖尿病を持ちながら生活するための注意点について情報提供を行っています。

●指導
　スタッフ教育として、新人職員の集合研修や新卒スタッフへの勉強会を行っ
ています。糖尿病とはどのような病気か、患者さんがセルフケアを行えるよう
になるためには、どのような支援をすればいいのかを説明しています。

●相談
　職員から「患者さんの食事療法がうまくいかず、どのように指導していいか
わからない」「低血糖を繰り返す高齢の患者さんが心配」「この患者さんの足を
守りたいけど、なかなか足を守る行動に移せなくて困ってます」などの相談を
受けることがあります。相談者のみなさんは患者さんのことを心から心配して
いるのだなと実感しています。「どうしてうまくいかないのかな」と相談者さんと共に患者さんの背景をさかの
ぼりながら考えるように努めています。

ワンポイントアドバイス
　「食後高血糖」について、みなさんご存じでしょうか。糖尿病が発症する前の、糖尿病予備群にも起こりうる
のがこの「食後高血糖」です。食後高血糖とは、食後２時間の血液中のブドウ糖が140mg/dL以上となる状態
のことを言います。
　健康診断などでよく検査をする「空腹時血糖」が正常値であっても、普段あまり測定することのない食後高
血糖が隠れていることがあります。
　食後の高血糖はさまざまな病気を引き起こしたり、進行させることがあります。

例えば…
・がんの発生リスクを高める
・高齢者では認知機能に影響を与える
・糖尿病性網膜症（目の血管の病気）の発症リスクを高める
・脳卒中や心筋梗塞などのリスクを高める、などです。

食後高血糖を改善するためには
・�食後30分から２時間の間に運動をすることが効果的です。有酸素運動や、筋
肉トレーニングが有効とされています。

・�ゆっくりと糖質が体内に吸収されるようにゆっくりよく噛んで食事をすること
が有効です。食物繊維の多い野菜やキノコ、海藻類を先に食べて、糖質を多く
含む食品（ご飯、パン、麺類など）をあとから食べると糖質の吸収が緩やかにな
り、食後血糖の急激な上昇が抑制されます。

　糖尿病の治療は、食事や運動など生活と密着しているため、療養の継続は想像
以上に大変です。生活の中で糖尿病との付き合い方を確立していけるよう、患者
さんへの支援をしたいと思っています。

一陽会では４分野５名の認定看護師が活躍しています。
今回は「糖尿病看護認定看護師」として原田病院・外来に勤務し
ている庄子千鶴満さんにお話をお伺いしました。

糖尿病看護認定看護師
庄子　千鶴満

Series

HMネットの
詳細については
HMネット
ホームページを
ご参照ください


